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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, 水田における地下排水, 主として暗キョ排水の機構について土壌物理学ならびに水理学的な
立場から理論および実験的に研究を進めたものである｡
第Ⅰ章の緒論においては, 大型機械化ホ場を前提とした暗キョ排水の目的を明確にし, 第Ⅱ葦では, そ




察を行ない, 其軸相関図を用いてキ裂の深さと, 非かんがい期の計器蒸発量, 暗キョ施工後の経過年数,
土性, 地下水位, 泥炭, 砂層の深さ等の関係を明確にしている｡ 第Ⅳ茸では, わが国における水田土壌の
実態を考慮して成層土壌中の暗キョ排水理論を検討している｡ すなわち, 等価土層と言う概念を導入して
多層土壌を二～三層の土壌にモデル化し, 鉛直流を加味した理論式を導き, その妥当性を室内実験ならび






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨














キョ排水理論の応用として, 適正浸透を与えるための暗キョの深さ, 間隔, 土壌の透水性などの合理的決
定法についても明らかにしている｡ 以上のように本研究は, 暗キョ排水の合理的な設計の基礎を与え, か
んがい排水学の分野に貢献するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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